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ライフサイエンス 

超好熱性アーキア、極限環境微生物、耐熱性酵素 

研究 

概要 
超好熱菌の耐熱化（好熱性）の機構を明らかにする。 

 

 

生命科学部 応用生物科学科 

東端 啓貴 准教授 Hiroki Higashibata 

研究キーワード：超好熱性アーキア 極限環境微生物 耐熱性酵素 

URL： http://researchmap.jp/higashibata 
 

研究シーズの内容 

生物は、真核生物、細菌、アーキアの 3

つのグループに大きく分類することができ

る。核がないアーキアは、細菌と同じく原

核生物に分類されるが、DNA複製・転写・

翻訳など極めて重要な過程に働く酵素・

遺伝子の多くは、真核生物に似た性質を

もつ不思議な存在である。 

アーキアには、高温、高塩濃度や高い酸

性度を示すような極限環境に生育するも

のが多くみられる。当研究室では、８０℃

以上の高温下で生育する超好熱性アー

キアを研究している。 

様々な生体分子を利用した系統解析あ

るいは実験から導き出された一つの仮説

に、生命の共通の祖先は高温環境下で誕生した、すなわち（超）好熱菌であったとするものがある。

このような微生物を詳しく調べることによって、生物進化の謎をひもとくことができるかもしれない。超

好熱菌が生息する高温環境下では、普通の生物のタンパク質は、ゆで卵のように茹であがって（変

性して）しまうが、この微生物のタンパク質はそのような環境ですばらしい機能を発揮する。 

超好熱菌はどうして「超好熱性」なのか？この理由を酵素・遺伝子のレベルで解析することによっ

て、産業利用へとつなげるのがこの研究室の大きな目的である。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

耐熱性酵素の大腸菌内発現・精製・解析 

酵素の耐熱化 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 
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ライフサイエンス 

各個人のゲノムと薬効の関係について 

研究 

概要 
個人毎に異なるゲノム情報に基づく薬の効き方の判別法について 

 

 

生命科学部 応用生物科学科 

髙﨑 茂 教授 Shigeru Takasaki 

研究キーワード：薬効 治療効果予測 決定木 C 型肝炎 HCV 感染 

URL： http://researchmap.jp/g0000209068 
 

研究シーズの内容 

（事例：HCV 患者に対する薬効の識別法） 

日本に 150 万人近くいるとされる C 型肝炎ウイルス（HCV）感染者に対する治療法として、ペグイ

ンターフェロンとリバビリンを併用する方法が標準的であるが、HCV ゲノタイプ１型の患者さんにはその

治療効果が限られてくる。そこで、HCV 患者の一塩基多型（SNP）を調べることで、その人にとって標

準の治療法がどの位有効であるかを予測し、適切な治療法を選択する方法を提示する。 

この方法は、HCV 患者のＳＮＰ情報を網羅的に調べて、この情報を基にして、薬の効きやすさの判

別を決定木によって予測するものである。この方法により、薬を使用する前にその薬が効くかどうかを

判別できるので、適切な治療法を選択できるだけでなく、副作用や費用面からも有効である。 

最近、C 型肝炎に対する非常に有効な治療薬が出ているが、遺伝子型によっては必ずしも効くと

は限らないので、ここで提案している手法は今後とも有効活用することができるものである。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

医療分野（ゲノム診断医療） 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

 

標準的な治療法が患者にとって有効かどうか

調べ、適切な治療を選択していく 

得られた SNP 情報を決定木にかけ薬の有効

性を判断する 

HCV 患者の SNP 情報を網羅的に収集する 


